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第4回熊本連携中枢都市圏地球温暖化対策
実行計画策定に関する意見聴取委員会

計画素案に係る主な論点
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主な論点

論点１：各ステークホルダーによる活動推進について
➢連携中枢都市圏の各自治体は、本実行計画の各施策推進にむけて主体的に活動を推進していくが、住
民、事業者、研究機関、NPOといった各ステークホルダーの立場からは、どのような活動を推進していた
だくとよいか。

論点２：圏域の重点施策と先導的事業について
➢圏域の重点施策として実施する先導的事業について、今後の事業化にむけてどのような課題を認識して
おくとよいか。また各課題への対応としてどのような方向性が考えられるか。

論点３：2050年の二酸化炭素排出量ゼロに向けた革新施策について
➢ 2050年のCO2排出量ゼロに向けて、より革新的な施策の導入が求められるが、どのような施策メニュー
が想定・期待されるか。

論点４：18団体による実行計画策定と並行した検討について
➢13団体による本計画素案をもとに、今後18団体での実行計画策定を進めていくが、実行計画策定後を
見据えた場合に、計画策定と並行して、どのような検討や活動を行っておくとよいか。


